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太郎さん、花子さん、次郎さんの３人が、水族館に行ったときのことについて

話をしています。 

 

太 郎：この前、みんなで行った水族館は楽しかったね。 

花 子：そうだね。わたしは、イルカのショーが楽しかったよ。 

次 郎：わたしは、深海生物に関する展示がとても興味深かったよ。 

太 郎：ところで、それぞれの家族ごとに自動車に乗って、わたしたちが住んでいる

Ａ市から、水族館のあるＢ市まで移動したけれど、どれくらいの時間がか

かったのか覚えているかな。 

花 子：わたしたちの家族は、午前７時にＡ市を出て、午前８時５５分にＢ市に着い

たよ。途中で、飲み物を買うために、コンビニエンスストアに寄
よ

ったよ。コ

ンビニエンスストアに寄った時間は１０分だったよ。 

次 郎：わたしたちの家族は、午前７時２０分にＡ市を出て、午前８時５０分にＢ市

に着いたよ。わたしたちは、途中でどこにも寄らなかったよ。 

太 郎：わたしたちの家族は、午前６時３０分にＡ市を出て、午前８時５０分にＢ市

に着いたよ。途中で、給油のためにガソリンスタンド、休憩
けい

のためにコンビ

ニエンスストアに寄ったよ。ガソリンスタンドとコンビニエンスストアでか

かった時間は合わせて２０分だったよ。 

花 子：どうして、移動にかかった時間を聞いたのかな。 

次 郎：移動するときの速さでも気になったのかな。 

太 郎：その通りだよ。この前の算数の授業で、ちょうど速さについて学んだから

ね。 

花 子：なるほど、そういうことか。 

次 郎：みんなの家から、水族館までの距
きょ

離
り

にはちがいがあるけれど、その部分は考

えずに、移動にかかった時間を、Ａ市からＢ市まで移動するのにかかった時

間として考えるのかな。 

太 郎：そうだね。そうすると、Ａ市からＢ市までの距離はわからないけれど、速さ

の比を考えることはできるよね。 

花 子：たしかにそうだね。 

 

〔問題１〕 会話文をもとに、太郎さん、花子さん、次郎さんの家族が乗った自動車

の速さの比を答えなさい。また、そのように考えた理由を言葉や式を使

って説明しなさい。ただし、３台の自動車の走行中の速さはそれぞれ一

定とし、ガソリンスタンドとコンビニエンスストア以外では停まってい

ないものとします。 

１ 
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太郎さん、花子さん、次郎さんが水族館の入館料について話をしています。 

 

次 郎：水族館の入館料は、パンフレットを見ると資料１のようになっていたよ。 

太 郎：たとえば、大人と子どもがそれぞれ１人以

上いる家族の入館料の合計が４２００円

だったとすると、この家族の大人と子ども

の人数が何人になるかわかるかな。 

花 子：大人と子どもの人数の組み合わせが何通り

もあるような気がするよ。 

次 郎：いや、この場合だと１通りになるよ。 

太 郎：そうだね。４２００は７００の倍数で、大人だけの入館料の合計も７００の

倍数になるから、子どもだけの入館料の合計も７００の倍数にならないとい

けないよね。 

花 子：なるほど。子どもだけの入館料の合計は５００と７００の公倍数、つまり、

３５００の倍数とわかるから、子どもの人数は７の倍数で、７人となるよね。 

次 郎：だから、大人の人数は、(４２００－３５００)÷７００＝１から、１人とわ

かるんだ。 

太 郎：その通りだよ。わたしたち３家族での入館料の合計が６３００円だったから、

同じように考えれば、この金額から大人と子どもの人数がわかるよ。まあ、

水族館に行った人数を知ってはいるけどね。 

花 子：たしかに、そうだね。 

 

〔問題２〕 「わたしたち３家族での入館料の合計が６３００円だったから、同じ

ように考えれば、この金額から大人と子どもの人数がわかる」について

考えます。３組の家族を合わせて、大人と子どもは何人いるか、言葉や式

を使って説明しなさい。また、３組の家族の入館料の組み合わせは何通

り考えられるか、言葉や式を使って説明しなさい。ただし、どの家族にも

大人と子どもが１人以上いるものとします。なお、３組の家族の入館料

が以下のように 

(２５００円、２５００円、２７００円) 

(２５００円、２７００円、２５００円) 

(２７００円、２５００円、２５００円) 

となった場合、支
し

払
はら

う金額はどれも２５００円、２５００円、２７００円

なので、これら３つの入館料の組み合わせは１通りとします。 

資料１ 水族館の入館料 

 入館料 

大人１人 ７００円 

子ども１人 ５００円 
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   太郎さんと花子さん、先生が畜
ちく

産
さん

について話をしています。 

 

先 生：２人は、畜産とはどのようなものか知っていますか。 

太 郎：牛や豚
ぶた

、にわとりなどの家畜を育てて、肉や卵、牛乳などを作る仕事のこと

です。 

花 子：わたしたちの生活にとって、とても大切な仕事です。 

先 生：そのとおりです。では、肉類の供給量を見てみましょう。 

 

図１ 牛肉、豚肉、鶏
とり

肉
にく

の供給量（※純食料）の推移（会計年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※純食料……国内消費仕向量から輸送、貯
ちょ

蔵
ぞう

などを経て家庭の台所などに届く段階までに失われ

るすべての量や国際線の航空機や船
せん

舶
ぱく

の乗客に提供される機内食や船内食として使

用されるものを除いた粗食料から、通常食べない部分を取り除いた人間の消費に直

接利用可能な食料。 

（農林水産省「食料需
じゅ

給
きゅう

表（令和５年度）」より作成） 

 

図２ 牛肉、豚肉、鶏肉の供給量（２０２３年度）（単位 千ｔ） 

 

 

 

 

 

 

 

太 郎：国内消費仕向量とは何ですか。 

先 生：１年間に国内で消費された量のことです。 

２  

 国内生産 輸入 輸出 
国内消費 

仕向量 
純食料 

国民１人あた

り年間(㎏) 

牛肉 ５０２ ７１７ １２ １２４３ ７６２ ６.１ 

豚肉 １２９８ １３３０ ３ ２６５４ １６２７ ６.５ 

鶏肉 １６９０ ９１４ ４ ２６００ １７９６ １４.４ 

（農林水産省「食料需
じゅ

給
きゅう

表（令和５年度）」より作成） 
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花 子：なるほど。そうすると、１年間に国内で消費された牛肉のうち、国内で生産

されたものは、４０.４％と半分にも満たないのですね。 

先 生：そうですね。それでは、残り２つの畜産物についても、１年間に国内で消費

されたもののうち、国内で生産されたものが占
し

める割合を考えてみましょう。

また、それぞれの畜産物の供給量の推移や国内生産・輸出入の特
とく

徴
ちょう

につい

て考えてみましょう。 

 

 

〔問題１〕 先生が「残り２つの畜産物についても、１年間に国内で消費されたもの

のうち、国内で生産されたものが占める割合を考えてみましょう。また、

それぞれの畜産物の供給量の推移や国内生産・輸出入の特徴について考え

てみましょう。」と言っています。これについて以下の手順で答えなさい。 

  （１） 豚肉か鶏肉のどちらかを選び、解答用紙の決められた場所にどちらを選

んだか分かるように○で囲み、その１年間に国内で消費されたもののうち、

国内で生産されたものが占める割合を求めなさい。ただし、割合は百分率

で求め、百分率で表した数の小数第二位を四捨五入し、小数第一位まで求

めなさい。また、選んだ畜産物の割合と牛肉の割合とを比かくして、どちら

の方が高いか答えなさい。 

  （２） 図１から、３つの畜産物の供給量が１９８０年から２０２３年にかけて

どのように変化しているのか説明しなさい。また、図２から、（１）で選ん

だ畜産物と牛肉の国内生産量と輸入量を比べたときの特徴を説明しなさい。 

 

 

太 郎：にわとりは、鶏肉として食べたり、たまごを食べたりしており、わたしたち

の生活には欠かせないものですよね。 

先 生：そうですね。たまご用に飼育されているにわとりは採
さい

卵
らん

鶏
けい

、肉用に飼育され

ているにわとりは肉用若
わか

鶏
どり

と呼ばれているよ。 

花 子：同じ種類のにわとりではないのですね。 

先 生：はい。にわとりは品種改良されていて、たまご用のニワトリは主に白色レグ

ホンと呼ばれる品種です。白色レグホンはおいしいたまごを産みますが、肉

用には適していません。同じように、肉用若鶏は、おいしい鶏肉になります

が、たまごを産ませるには適していません。  

太 郎：そうすると、白色レグホンのオスはどうなるのでしょうか。 

先 生：残念ながら多くの場合、たまごからかえってすぐに殺処
しょ

分
ぶん

されてしまいま

す。 
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花 子：わたしたちがふだん食べることができるのは、 尊
とうと

い犠
ぎ

牲
せい

の元にあるのです

ね。 

先 生：はい。 

太 郎：ところで、どちらが多く飼育されているのでしょうか。 

先 生：では、図３と図４を見てみましょう。採卵鶏と肉用若鶏の飼育羽数と一戸当

たり飼育羽数を表したものです。 

 

図３ 採卵鶏の飼育羽数と一戸あたり飼育羽数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 肉用若鶏の飼育羽数と一戸あたり飼育羽数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（『数字でみる日本の１００年』より作成） 

 

(百万羽) (百羽) 

(百万羽) (百羽) 

(年) 

(年) 
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花 子：図３と図４のグラフでは左右どちらの目もりが、どちらの数値を表している

かを、しっかりと確認しないといけないですね。 

先 生：はい。では、図３、図４をもとににわとりを育てる農家の戸数の変化を考え

てみてください。 

 

 

〔問題２〕 先生が「図３、図４をもとににわとりを育てる農家の戸数の変化を考え

てみてください。」と言っています。１９７９年と２０１９年を比べて、に

わとりを育てる農家の戸数にはどのような変化があるのか、図３、図４、

会話文を参考にして説明しなさい。 
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   太郎さんと花子さん、先生が公園のベンチについて話をしています。 

 

太 郎：冬になると、家の近くにある公園のベンチに座ると、とても冷たく感じま

す。 

花 子：わたしの家の近くにある公園のベンチでは、そのようなことはないですね。 

先 生：太郎さんの家の近くにある公園のベンチの材質は金属ではないですか。 

太 郎：はい。その通りです。 

先 生：一方、花子さんの家の近くにある公園のベンチの材質は木ではないですか。 

花 子：はい。そうです。 

先 生：やはり、そうですか。金属と木材では、熱の伝わり方がことなります。熱の

伝わり方を調べる実験を行ってみましょう。 

 

二人は、次のような実験１を行いました。 

 

実験１ 

 手順１ アルミニウム、鉄、銅、ステンレス、木でできた厚み５ｍｍ、はば１０ｃｍ、

長さ６０ｃｍの板を用意し、板の右端から５ｃｍの位置にろうそくを倒れな

いように設置する。 

 手順２ 電熱パットを用意し、１００℃まで温度を上げ、温度を一定に保つ。 

 手順３ 図１のように、板の左端１０ｃｍまでを電熱パットのうえに乗せ、右端を

台の上に乗せる。それぞれの板に設置されたろうそくがとけ始めるまでの時

間を、ストップウォッチを使って測定し、記録する。 

 

図１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  

電熱パット    台    

１０ｃｍ    ５ｃｍ    
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実験１の結果は表１のようになりました。 

 

太 郎：アルミニウムや銅に設置したろうそくは、とても早くとけ始めました。 

花 子：一方で、木に設置したろうそくは、しばらくたってもとけませんでした。 

先 生：では、この結果をもとに、金属でできたベンチに座ったときに冷たく感じる

理由を考えて見ましょう。 

〔問題１〕 実験１の結果から、金属でできたベンチに座ったときに冷たく感じる理

由を説明しなさい。 

太 郎：身の回りには、金属でできたものがたくさんありますね。 

先 生：そうですね。ちなみに、どのようなものを思いつきますか。 

花 子：なべやフライパンなどの調理器具です。 

先 生：たしかにそうですね。なべやフライパンは、用途によって金属の種類を変え

たり構造を工
く

夫
ふう

したりしています。 

太 郎：具体的には、どのような工夫がされてい

るのですか。 

先 生：では、図２を見てください。これは、３

層構造のなべで、内側から内層、中間層、

外層となっており、それぞれ異なる金属

を用いています。 

花 子：なぜ、このような工夫をするのでしょうか。 

先 生：少しでも使い勝手がよくなるようにするためです。 

太 郎：どのような金属が内層、中間層、外層に適しているのでしょうか。 

先 生：では、次の実験をもとに考えて見ましょう。 

表１ ろうそくがとけ始めるまでにかかった時間 

材質 アルミニウム 鉄 銅 ステンレス 木 

時間（秒） １８ ９０ １０ ２６１ × 

※ ×……しばらく時間が経過しても、ろうそくはとけなかった。

図２ ３層構造のなべ 
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二人は、次のような実験２を行いました。 

実験２ 

手順１ 重さを１００ｇでそろえたアルミニウム、鉄、銅、ステンレスの金属片を

用意する。 

手順２ 図３のようにそれぞれの金属片をふっとうしたお湯に１０分間入れ、すべ

ての金属片の温度が同じになるようにする。 

手順３ トングを使って金属片を取り出し、図４のようにビーカーに入った２０℃

の水２００ｍＬに入れて、温度計を用いて水の温度変化を測定し、最も高い

ときの温度を記録する。 

図３ 図４ 

実験２の結果は表２のようになりました。 

太 郎：アルミニウムを入れたときが、水温が最も高くなりましたね。 

花 子：そうですね。 

表２ 水の温度変化（室温２５℃） 

材質 アルミニウム 鉄 銅 ステンレス

最高温度（℃） ２８.６ ２４.３ ２３.７ ２４.８ 

温度計 

金属片 

温度計 

金属片 
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二人は、次のような実験３を行いました。 

実験３ 

手順１ なべの大きさ（なべの直径、深さ）、厚みが等しいアルミニウム、鉄、銅、

ステンレスでできたなべを用意する。

手順２ それぞれのなべにふっとうしたお湯を２Ｌ入れ、お湯の温度が６０℃にな

るまでにかかる時間を測定し、記録する。 

実験３の結果は表３のようになりました。 

太 郎：銅でできたなべは、５分ほどで６０℃まで下がりましたね。 

花 子：そうですね。ステンレスでできたなべは、１０分をこえましたね。 

先 生：実験１～実験３の結果と資料１をもとに、３層構構造のなべで、できるだけ

「耐久性が高い、料理の風味を変えない、均等に熱を伝えやすい、使い勝手

がよい」を実現するためには、内層、中間層、外層にはどのような金属を用

いればよいか考えて見ましょう。 

太 郎：使い勝手がよいというのは、具体的にはどういうことでしょうか。 

先 生：なべが軽いと使いやすいですよね。 

花 子：なるほど。では「いろいろな方法で加熱できる」も使い勝手がよいことにな

りますね。 

先 生：そうですね。 

表３ 水温が６０℃になるまでにかかった時間（室温２５℃） 

材質 アルミニウム 鉄 銅 ステンレス

時間（分・秒） ６分３秒 ８分２３秒 ５分１０秒 １０分２１秒 

資料１ 金属の種類とその特ちょう 

材質 特ちょう 

アルミニウム 軽くさびにくい。酸性やアルカリ性の水よう液に弱い。調理したものを入れっぱ

なしにすると変色することがある。 

鉄 
高温に強く、かたくてじょうぶ。水にぬれたまま長時間放置しておくとさびやすい。 

銅 見た目がきれい。やわらかくて傷がつきやすく、変色したりさびたりしやすい。

この中では、一番重い金属である。 

ステンレスＡ さびにくく、かたくてじょうぶ。酸性やアルカリ性のものと反応しにくい。 

ステンレスＢ さびにくく、かたくてじょうぶ。磁性があり、ＩＨでも調理が可能。 

※ただし、どの材質も水には溶
と

けないものとする。



－11－ 

〔問題２〕 ３層構構造のなべで、できるだけ「耐久性が高い、料理の風味を変えな

い、均等に熱を伝えやすい、使い勝手がよい」を実現するためには、内層、

中間層、外層にはどのような金属を用いればよいですか。資料１からそれ

ぞれ１つずつ選びなさい。また、それらを選んだ理由を説明しなさい。 



 



 


